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大手前大学 現代社会学部

教授 中島由佳

第1回緊急事態宣言に伴う

小学校休業と学校動物飼育への影響

2020年度科研研究「持続可能な学校動物飼育プログラムの開発と評価—ホスティング方式の構築と効果検証」より

新型コロナウィルスの流行を受けた
第1回目の緊急事態宣言

コロナ禍，コロナ禍による臨時休業は小学校の
動物飼育に影響を与えたのか

ー調査・分析

4月 7日～：東京・神奈川・埼玉・千葉・大阪・兵庫・福岡
4月16日～：全国

5月14日に39県，5月21日に大阪・京都・兵庫
5月25日に首都圏・北海道 で緊急事態宣言を解除

約１ヶ月，多くの全国の教育機関は臨時休業に
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アンケート（質問票）調査の概要

・調査時期：2020年９月～2021年1月

・調査方法・対象：
愛知県，岡山県，群馬県，滋賀県，新潟県，福岡県等
の各教育委員会，獣医師会，獣医師を通じて，
動物飼育を行っている小学校に質問票を配布。

・回答方法：電子ファクスを主に使用

今般の新型コロナウィルスの蔓延によって，小学校は休業を余儀なくされ
再開後も様々な工夫や制限を余儀なくされておられることと存じます。
そのような中での休業中・再開後の動物飼育の状況についてお伺い
したく存じます。

お世話いただいた獣医師会，獣医師の先生に深謝申し上げます。

調査のお願い
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質問の内容
1. コロナ流行前の飼育動物の種類と数（屋外/屋内飼育）

2. コロナ流行に伴う飼育の状況について
(1) 休業中の世話（餌やり・掃除など）は，誰がどのように行っていたか

(2) 再開後の世話は，誰がどのように行っていたか

(3) 現在，児童は学校動物に触れたり世話をしたりしているか

3. コロナ禍長期化での，動物飼育を行う上での問題点は？

4. 現在飼っている動物がなくなった場合、新たに購入するなどして
飼育を継続？

5. 子どもたちにとって学校での動物飼育は今後も必要？

6. 長期休業中に獣医師が動物を預る仕組みがあれば利用したい？

7. 学校での動物飼育について思うこと，お考えなど（自由記述）

257校より回答。有効回答248校のデータを分析
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分析と結果
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現在飼育を行っている227校のうち

ウサギ：
121

魚類：5
カメ：2

小鳥：4
ﾔｷﾞ:１

なし：72

屋外飼育：校数

なし：136

ウサギ：
47
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註 あり：飼育されているが種類は不明

理科のメダカを
「飼育動物」と
捉えていない？

屋内飼育：校数

２(1) 休業中の世話 (校数)
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児童 飼育担当教職員 教職員 管理職 校務員 保護者・ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ

教職員の世話がほとんど。
児童の家庭でのホームステイ，ボランティアの協力も。
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２(2) 再開後の世話 (校数)

担当学年児童：生活科，総合的な学習の担当学年。
委員会と担当学年の重複もあり
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飼育委員会児童 担当学年児童 児童 主に教員 保護者・ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ 主に用務員

担当職員：多くの学校でも児童とともに飼育に関わり。「土日・三連休は
教職員・用務員が世話」との記述も。
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２(3)現在，児童は学校動物に触れたり
世話をしたりしているか （227校中）

YES(何らかの形で世話かふれあい)：211校
NO. 児童は関わっていない： 16校

・世話しているが触れさせないようにさせている：21校
（魚類のみの学校を除く）

・世話だけでなく「ふれあっている」ことを明記：16校
（委員会・担当学年以外もふれあい：12校）

ただし，「ふれあい」への明記に関しては

ふれあいタイムを設ける，密にならないよう気を付けて触れ合う，
ふれあい教室，来たい子が来て触れ合っているなど
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極力，子どもに触れさせないようにする学校

なるべく，ふれあう機会を設ける学校

動物飼育をどのように
捉えるかで違いに…？
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3. コロナ禍長期化の中で
動物飼育を行う上での問題点は？(校数)
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飼育動物からコロナ
がうつるのでは？

三密などの
コロナ感染

教員の負担
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三密
コロナ感染

*2：対策を編み出す必要・困難さも含めて

67

*1：人獣共通感染症も含んでいる可能性

・学校獣医師さんからのサポート

・密になりにくい体制
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4. 現在飼っている動物がなくなったら
購入などして継続するか？ (校数)
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いいえ はい わからない その時に考える

・ウサギからモルモット／他の生き物に替える。
・購入予定あり。

各グラフとも左は全数。右は鳥哺乳類を飼う学校
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5. 子どもに学校動物飼育は必要か？ (校数)
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・必要だとは思うが、一部の児童しか関われていない。
・一長一短。
・動物の健康を維持する充分な体制がなければ、飼育しない方がよい。

各グラフとも左は全数。右は鳥哺乳類を飼う学校
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学校での動物飼育は

他者への共感性や
思いやりを育む

(中島・中川・無藤，2011；中島，2020)

必要だ，重要だとは思うが，
実際に飼い続けるには負担が大きい。

なにか手立ては？
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6. 長期休業中に獣医師が預かる仕組みが
あれば利用したい？ (校数)

・予算がつけば／無償ならば利用したい。 ・すべてではなく部分的に利用したい。
・ありがたいが動物の移動等の課題が生じるのでは？
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いいえ はい わからない その他

各グラフとも左は全数。右は鳥哺乳類を飼う学校
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現在も長期休業中は、獣医師が預かってくれている。

保護者のボランティアにお願いしている。

考 察

これらから考えられること
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ていねいな説明の必要

飼われている動物（家庭や動物園）→人への感染
は報告されていない。
（他国の動物園で飼育員→ライオンやトラへの感染）

① コロナ禍で あらぬ誤解を受けている！

「動物から児童にコロナ感染するのでは」との懸念

保護者への説明は，動物の定期検診や飼育指導
を行っている学校獣医師さん＝専門家が説明する
ことで，安心を確保。
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長期休業中の世話（明治の動物飼育開始時より）

② 教職員だけでは，もう「しんどい」
長期休業中の世話，教員への飼育の負担

近年の業務の煩雑化・増加
・安心安全への気配り，ｱﾚﾙｷﾞｰ等への配慮

コロナ禍による，さらなる業務・ストレスの増加
・感染を避けるための対応・配慮
・オンライン授業，国・自治体の方針への対応

「教職員だけでの世話は，もう限界では」 との声
（学校からも地域からも）大手前大学 中島由佳 19

学校での動物飼育は他者への共感性や
思いやりを育む (中島・中川・無藤，2011；中島，2020)

コロナ以降の学校動物飼育
ではどうすれば

3連休以上の長期休業中に地域の獣医師さん
に預かってもらう仕組み

学校だけに抱え込まさない—地域学校共同活動

例えば… 地域の保護者の有志が休日の動物の世話
クラスの家庭でのホームステイ

動物にとって幸せな飼育環境 教員の負担軽減

動物飼育で優しい子に の３つの共存を
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ご清聴、ありがとうございました。

大手前大学 中島由佳 21

地域と学校との協力で

学校動物飼育を支えていきましょう。


